
石川県 羽
は く い

咋市
姉妹都市

　富山県氷見市と接する羽咋市の神子原地区。
ここに、約180haの棚田群があります。この
棚田群が、このたび、農林水産省が選定する
「つなぐ棚田遺産」に選ばれました。
　この地域は、ローマ法王に献上されたこと
で知られる神子原米の産地で、標高461ｍを
誇る碁

ご

石
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ヶ
が

峰
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から注ぐ雪解け水と、寒暖差の
ある気候から成る棚田は、季節によって表情
を変えます。
　麓には農産物直売所「神

み

子
こ

の里」もあり、
山菜や加工品などが販売されています。
　羽咋市へお越しの際は、海（千里浜）だけ
でなく、山（神子原）の方もぜひご覧ください。

　明治・大正時代の交通機関として、馬車が登
場しました。馬車にはレールを走る鉄道馬車（馬
車鉄道）とレールのない乗合馬車がありました。
　鉄道馬車では、明治31年に緑野馬車鉄道会社
設立。新町―藤岡区間から、藤岡―美九里区間、
そして明治33年には鬼石まで開通しました。
　乗合馬車では、現在の県道下栗須・馬庭停車
場線が馬車道でした。この道は昭憲皇太后（明
治天皇の皇后）が明治６年に富岡製糸場へ馬車
に乗って訪問されるために急きょ開設した道で、
地元では富岡往還・栗須往還とも呼ばれます。
この頃政府から輸送特権を与えられた陸運会社
などが、新町から藤岡を通り富岡へ通じる乗合
馬車を運行しました。しかし営業不振のため、
この道の乗合馬車はそれぞれ数年で廃止されて
しまいました。
　この馬車道は、新町を発出、岡之郷で藤岡・
大胡線に重なり、下栗須を経て西方へ中栗須・

上栗須と進みます。中栗須の神明宮や上栗須の
赤城神社の横を通り、篠塚の西の五差路で県道
寺尾・藤岡線と重なって本動堂に出ます。鮎川
橋を渡り、上落合の七輿山古墳の北側を通って、
三ツ木に出、さらに西に吉井・富岡へ進んでい
きました。

乗合馬車（『思い出のアルバム　藤岡・多野』より）

～藤岡の文化を探る～

【問い合わせ 文化財保護課（☎㉓5
997）】

No.73

夏の神子原地区の風景

藤岡の馬車道
～明治・大正時代の交通機関～

「つなぐ棚田遺産～ふるさとの誇りを未来へ～」
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地区棚田群が棚田遺産に
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   　消費生活センターについて教えてくださ
い。消費生活センターでは具体的にどのよ

うな相談ができ、実際に相談するとどのようなこと
をしてくれるのでしょうか。
　また、事業者とトラブルになった際、相談をす
る前に事前に相談者側で準備しておくと良いもの
はありますか。

災害時にも役立つ！家庭用ラップ

　災害への備え方は家庭によってさまざまで、備蓄
品も多様化しています。いざ避難する時に身近にあ
る物を活用できればより便利になります。今回は災
害時における家庭用ラップの活用術を紹介します。

　災害時は何と言っても水が大切です。ラップを使
うことで食器を洗う水が節約できます。
活用方法・ポイント
食事の際に皿にラップを敷くことで、皿を汚さず繰
り返し使用できます。ラップは皿より大きめにカッ
トしましょう。

　ラップを丸めることで
スポンジの代わりになり
ます。
活用方法・ポイント
　洗う際にくるくる動かす
と少量の水や洗剤で汚れが
落ちます。

　避難所生活で避けては通
れないごみ問題。そんな時
に臭いを抑えるための活用
術です。
活用方法・ポイント
　隙間ができないよう密閉
することで臭いを抑える効
果が期待できます。生ごみ
やオムツなどに効果的です。

▶

消費生活の相談は市消費生活センター ☎ fax兼用⑳1133（来庁相談要予約） 相談時間  平日午前9時～午後4時

１人で悩まず、消費生活センターに相談を！

　契約や取引に関する相談・製品トラブ
ルに関する相談など、消費生活に関する

消費者と事業者間のトラブルについて相談でき
ます。また、個人の借金に関する相談も受け付
けています。相談内容によって、自主交渉の方
法や具体的な解決策などについて助言します。
必要に応じて、事業者との交渉のお手伝いをす
ることもあります。また、専門家の支援が必要
な場合は、適した機関を紹介します。事前に契
約書などの関係書類やトラブルに至った経緯に
ついてのメモなどを準備しておくと、相談の際
に問題点が見つけやすくスムーズに進みます。
相談は無料ですが、電話相談の場合通話料金
がかかります。消費生活相談員には守秘義務
がありますので安心して相談してください。

日常防災
Everyday disaster prevention

いまからできる！

Everyday disaster preventionEveryday disaster prevention

災害時に自分や大切な家族を守るのは知識と備え
です。防災は日常に転がっており、生活と密接に
つながっています。防災を難しく考えず、簡単な
日常の行動と結び付けて取り組んでいきませんか。

【問い合わせ　地域安全課（☎㉒7444）】

  皿に敷いて節水につなげる

  丸めてスポンジ代わりに

  防臭効果に期待
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